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Calculated MW: 239 kDa; Observed MW: 239 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	グアニンヌクレオチド交換因子（GEF）は、結合GDPを遊離GTPと交換することで、低分子量GTPase CDC42を特異的に活性化します（PubMed:28028151、PubMed:22461490）。免疫応答においては、間質性樹状細胞（DC）の先端膜においてCDC42を局所的に活性化することにより、DCの移動に必要です。ケモカイン刺激に対するCD4+ T細胞の遊走には、T細胞の先端膜におけるCDC42の活性化を促進することにより必要です（PubMed:28028151）。微小管形成中心（MTOC）の分極を制御し、細胞殺傷時にCCDC88Bを介したMTOCへの溶解性顆粒輸送を制御することで、NK細胞の細胞傷害に関与していると考えられます（PubMed:25762780）。
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	DOCK8 抗体を使用した Ramos 溶解物中の DOCK8 のウェスタン ブロット分析。

